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高 知
県労連
高 知

県労連
    

７
月
２
日
に
実
施
さ
れ
た
東
京
都
議
会
選
挙
で
、
自
民
党
は
過
去
最
低
の
２
３
議

席
と
な
り
ま
し
た
。
安
倍
「
１
強
」
と
言
わ
れ
た
政
治
は
、
明
ら
か
に
崩
壊
を
始

め
て
い
ま
す
。
森
友
・加
計
学
園
に
見
ら
れ
る
政
治
の
湾
曲
や
稲
田
防
衛
大
臣
に
よ

る
自
衛
隊
の
私
物
化
発
言
な
ど
に
よ
る
国
民
不
信
の
高
ま
り
と
、
こ
の
間
も
広
が

り
続
け
る
戦
争
法
・共
謀
罪
反
対
の
共
同
拡
が
り
が
、
安
倍
自
民
党
惨
敗
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。

　

共
同
と
不
信
が
安
倍
政
権
を
追
い
詰
め
る

安
倍
「
１
強
」
政
治
の
崩
壊
が
明
ら
か
に

詳
し
く
は
県
労
連
Ｈ
Ｐ
を

     

高
知
県
労
連
で

　
　     

　
検
索
で
き
ま
す

明
ら
か
な
潮
の
変
わ
り
目
に

　 

東
京
都
議
選
挙
の
結
果
は
、
与
党

に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。
投

票
日
前
日
に
安
倍
首
相
が
行
っ
た
街
頭

演
説
で
、「
ア
ベ
帰
れ
」
や
「
ア
ベ
辞
め

ろ
」
と
い
う
コ
ー
ル
の
様
子
が
報
道
さ

れ
ま
し
た
。
あ
の
場
で
声
を
上
げ
た
の

は
、
少
数
の
市
民
で
す
が
、
そ
の
背
景

に
は
、
憲
法
を
無
視
し
、
国
民
を
だ
ま

し
、
私
利
私
欲
に
走
り
、
お
ご
り
き
っ

た
安
倍
政
権
への
怒
り
が
大
き
く
、
さ

ら
に
深
く
あ
っ
た
こ
と
が
、
選
挙
結
果

か
ら
も
示
さ
れ
ま
し
た
。
　

自民 公明 共産 民進 都民 ネット
選挙後 23 23 19 5 55 1

現職 21 19 11 3 11 1

元 0 0 0 1 5 0
新 2 4 8 1 39 0

（女性） 1 3 13 0 18 1
立候補者 60 23 37 23 50 4

選挙前 57 22 17 7 6 3

戦
争
を
し
な
い
日
本
で
共
同
が
拡
大

　 

そ
れ
に
加
え
、「
戦
争
を
し
な
い
日

本
」
を
一
致
点
に
、
こ
の
間
広
が
り
を

作
り
続
け
て
き
た
共
同
の
闘
い
も
、
こ

の
歴
史
的
な
結
果
を
生
み
出
し
た
原

動
力
で
す
。

　 

特
定
秘
密
保
護
法
、
通
信
傍
受
法

の
改
悪
、
安
保
関
連
法
、
そ
し
て
共

謀
罪
（テ
ロ
等
組
織
犯
罪
準
備
罪
）
な

ど
、
ア
メ
リ
カ
と
一
緒
に
世
界
の
ど
こ

で
で
も
戦
争
が
出
来
る
体
制
と
、
都

合
の
悪
い
こ
と
は
隠
し
、
政
府
に
異
を

唱
え
る
も
の
を
弾
圧
す
る
制
度
に
よ
っ

て
、
ま
さ
に
「
戦
争
が
出
来
る
日
本
」

へこ
の
国
は
作
り
変
え
ら
れ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

　 

こ
の
よ
う
な
憲
法
や
日
本
の
危
機

に
、
労
働
組
合
や
学
者
、
宗
教
者
、

そ
し
て
市
民
団
体
が
立
ち
上
が
っ
て
い

ま
す
。
市

民
一
人
一

人
の
中
に

「

戦

争

を

さ
せ
な
い
」

と
い
う
思
い

が
強
く
拡

が
っ
た
こ
と

も
、
結
果

に
大
き
く

表
れ
て
い

ま
す
。

高
知
で
も
共
同
は
拡
大

　 

こ
の
高
知
で
も
、
６
月
２
６
日
、
高

知
憲
法
ア
ク
シ
ョ
ン
、
「
共
謀
罪
法
案

に
反
対
す
る
高
知
の
大
学
人
声
明
」、

「
共
謀
罪
法
案
の
廃
案
を
求
め
る
高
知

県
内
宗
教
者
の
声
明
」
が
、
「『
共
謀

罪
』
法
案
の
強
行
採
決
に
抗
議
し
、

『
共
謀
罪
法
』
の
廃
止
を
め
ざ
す
声

明
」
を
発
表
し
、
宣
伝
行
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　 

東
京
都
議
選
の
結
果
を
地
域
の
力

に
変
え
、
こ
の
高
知
県
か
ら
も
「
安
倍

政
権
交
代
」、「
戦
争
す
る
国
反
対
」の

う
ね
り
を
さ
ら
に
大
き
く
つ
く
り
出

し
て
い
く
時
で
す
。

２
０
１
７
年
第
６
３
回
日
本
母

親
大
会
は
、
東
日
本
大
震
災

の
被
災
地
岩
手
県
を
中
心
に

開
催
さ
れ
る
。
岩
手
県
母
親

大
会
実
行
委
員
会
で
は
県
内
全
自
治
体
と

教
育
委
員
会
の
後
援
を
は
じ
め
、
Ｊ
Ａ
全

国
女
性
組
織
・
主
婦
連
合
会･

青
年
団･

消

費
者
団
体･

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
な
ど
あ
ら
ゆ
る

団
体
の
後
援
も
得
て
、
被
災
地
復
興
への

さ
ら
な
る
弾
み
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
全

力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
岩
手･

宮

城･

福
島
の
見
学
ツ
ア
ー
に
は
定
員
５
０
０

名
に
全
国
か
ら
１
４
０
０
名
以
上
の
申
し
込

み
が
殺
到
し
た
。
高
知
県
も
３
５
名
が
申
し

込
ん
だ
。
当
選
し
た
１
５
名
に
は
現
状
を

し
っ
か
り
と
見
て
買
い
物
も
い
っ
ぱ
い
し
て
被

災
地
を
励
ま
し
て
き
て
ほ
し
い
▼
来
年
２
０

１
８
年
８
月
２
５
日

（土
）、
２
６
日

（日
）

の
日
本
母
親
大
会
Ｉ
Ｎ
高
知
は
、
全
国
か

ら
の
べ
８
０
０
０
名
の
参
加
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
事
務
局
で
は
日
本
大
会
成
功
の
た
め
に

県
内
全
自
治
体
・教
育
委
員
会
訪
問
を
始

め
て
お
り
、
１
２
月
１
６
日

（土
）
に
は
実

行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
べ
く
準
備
中
だ

▼
７
月
２
日
か
ら
始
ま
っ
た
ピ
ー
ス
ウ
エ
ー
ブ

関
連
行
事
の
平
和
コ
ン
サ
ー
ト
で
歌
わ
れ
た

「
君
は
花
　
ぼ
く
は
風
」
の
中
に
こ
ん
な
言

葉
が
あ
っ
た
。「
歴
史
は
い
つ
も
あ
き
ら
め
な

か
っ
た
　
一
人
の
願
い
で
扉
を
ひ
ら
く
」。
高

知
の
母
親
運
動
も「
教
科
書
を
た
だ
に
し
て

ほ
し
い
」
と
い
う
母
親
の
願
い
か
ら
始
ま
っ
て

い
る
。
平
和
コ
ン
サ
ー
ト
と
同
じ
日
の
東
京

都
議
選
で
都
民
は
き
っ
ぱ
り
と
答
え
を
出

し
た
。
今
ま
さ
に
私
た
ち
も
答
え
を
出
す

と
き
だ
。「
戦
争
法･

共
謀
罪･

原
発･

教
育

勅
語･

過
労
死･

社
会
保
障
切
り
捨
て

ノ
ー
！
」、
市
民
と
野
党
共
同
で「
安
倍
政

治
を
許
さ
な
い
」
と
！

（畑
）

県庁前宣伝の様子

記者発表の様子
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初
の
原
子
爆
弾
が
使
用
さ
れ
た
日
本

　 

第
二
次
世
界
大
戦
の
末
期
、
ア
メ
リ

カ
は
１
９
４
５
年
８
月
６
日
に
広
島
、
同

月
９
日
に
長
崎
へ原
子
爆
弾
を
投
下
し

ま
し
た
。
世
界
で
初
め
て
原
子
爆
弾
が

日
本
に
使
用
さ
れ
、
１
９
４
５
年
１
２

月
末
ま
で
に
合
計
２
１
万
人
以
上
の
尊

い
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
原
子
爆
弾
が

も
た
ら
す
放
射
能
の
恐
ろ
し
さ
が
初
め

て
人
々
に
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

冷
戦
中
も
核
実
験
は
繰
り
返
さ
れ
る

　 

第
二
次
世
界
大
戦
終
了
後
も
、
ア
メ

原
水
爆
禁
止
運
動
を
振
り
返
る

原
水
禁
世
界
大
会
へ
参
加
し
よ
う

　  

８
月
７
日
か
ら
長
崎
県
で
「
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
広

島
と
長
崎
へ
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
、
２
１
万
人
以
上
が
犠
牲
に
な
っ
た
日
か
ら
、

す
で
に
７
２
年
も
の
月
日
が
流
れ
て
い
ま
す
が
、
未
だ
に
「
核
」
の
脅
威
は
世
界
か

ら
消
え
て
い
ま
せ
ん
。
今
号
で
は
、
原
水
爆
禁
止
運
動
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
「
ビ

キ
ニ
事
件
」や
原
水
協
が
歩
ん
で
き
た
歴
史
を
紹
介
し
ま
す
。

リ
カ
と
ソ
連
を
中
心
に「
冷
戦
」状
態
が

続
き
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
と
ソ
連
は
、
お

互
い
を
牽
制
し
合
い
な
が
ら
、
兵
器
の

開
発
を
続
け
ま
し
た
。
両
国
の
最
大
の

抑
止
力
で
あ
っ
た
核
兵
器
も「
破
壊
力
」

を
求
め
て
実
験
が
繰
り
返
さ
れ
、
世
界

で
７
万
発
の
核
爆
弾
が
製
造
さ
れ
ま
し

た
。

ビ
キ
ニ
事
件

　 

そ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、
１
９
５
４
年

３
月
１
日
、
太
平
洋
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
の

ビ
キ
ニ
環
礁
で
、
ア
メ
リ
カ
が
行
っ
た
水

爆
実
験
に
よ
っ
て
焼
津
港
所
属
の
マ
グ
ロ

は
え
縄
漁
船
「
第
五
福
竜
丸
」
が
水
爆

の
「
死
の
灰
」
に
よ
っ
て
被
ば
く
し
ま
し

た
。
当
時
４
０
歳
で
働
き
盛
り
の
無
線

長
、
久
保
山
愛
吉
さ
ん
は
被
ば
く
の
半

年
後
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。
久
保
山
さ

ん
は
亡
く
な
る
間
際
、「
原
水
爆
に
よ
る

犠
牲
者
は
、
私
で
最
後
に
し
て
欲
し
い
」

と
遺
言
を
残
し
ま
し
た
。

　 

ビ
キ
ニ
事
件
で
被
ば
く
し
た
の
は
、
人

間
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
放
射

能
に
汚
染
さ
れ
た
「
原
子
マ
グ
ロ
」
問
題

も
日
本
中
を
混
乱
さ
せ
、
２
次
被
ば

く
の
恐
怖
が
世
界
を
覆
い
ま
し
た
。
３

月
１
日
は
「
ビ
キ
ニ
デ
ー
」
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。

原
水
爆
禁
止
運
動
の
発
展

　 

ビ
キ
ニ
事
件
を
き
っ
か
け
に
、
原
水
爆

禁
止
運
動
が
世
界
に
広
が
り
ま
し
た
。

各
地
で
自
発
的
に
署
名
運
動
が
巻
き
起

こ
り
、
各
地
の
署
名
を「
集
計
す
る
」
こ

と
、
「
署
名
に
表
れ
た
日
本
国
民
の
創

意
を
内
外
に
伝
え
、
原
水
爆
禁
止
に

関
す
る
世
界
の
世
論
を
確
立
す
る
」
こ

と
を
目
的
に
原
水
爆
禁
止
署
名
運
動

全
国
協
議
会
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

　 

そ
し
て
、
翌
１
９
５
５
年
８
月
６
日
、

「
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
」
が
広
島
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
ま
で
に
集
約

さ
れ
た
署
名
は
、
３
１
５
８
万
３
１
２
３

筆
で
、
有
権
者
数
の
半
数
に
迫
る
も
の

で
し
た
。

　 

そ
の
後
、
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会

は
、
毎
年
８
月
６
日
と
９
日
に
広
島
と

長
崎
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
四
国
で

も
、
原
水
爆
禁
止
四
国
大
会
と
い
う

形
で
、
核
兵
器
廃
絶
の
取
り
組
み
が

続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

署
名
は
国
連
を
も
動
か
す

　 

２
０
１
０
年
５
月
、
ア
メ
リ
カ
・ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
た「
核
不
拡
散
条

約

（Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
再
検
討
会
議
」
に
は
、

日
本
で
集
め
ら
れ
た
６
９
１
万
２
８
０
２

筆
の
署
名
が
積
み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　 

こ
う
し
た
核
兵
器
廃
絶
の
世
論
を
背

景
に
、
再
検
討
会
議
で
は
、｢

核
兵
器

の
な
い
世
界
の
平
和
と
安
全
を
達
成
す

核兵器禁止条約が採択される！

る｣

こ
と
を｢

原
則
と
目
標｣

の
第
一
項
と

す
る
画
期
的
な
決
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

歴史的な原水爆禁止世界大会に！

　
　
７
月
７
日
、
核
兵
器
の
開
発

や
保
有
、
使
用
な
ど
を
法
的
に

禁
止
す
る
初
め
て
の
国
際
条
約

が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部
で

開
か
れ
た
交
渉
会
議
で
賛
成
多

数
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
１
２
２

カ
国
も
の
圧
倒
的
多
数
の
賛
成
で

条
約
は
採
択
さ
れ
ま
し
た
が
、
ア

メ
リ
カ
や
ロ
シ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ

ギ
リ
ス
な
ど
の
核
保
有
国
は
、
条

約
に
参
加
し
な
い
姿
勢
を
示
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
世
界
で
唯
一
の

各
被
爆
国
で
あ
る
日
本
も
、「
核

の
傘
」
を
理
由
に
、
条
約
へ参
加

し
な
い
見
通
し
で
す
。

　 

南
ア
フ
リ
カ
の
デ
ィ
セ
コ
大
使
は

「
最
も
心
を
動
か
さ
れ
た
の
は
、

広
島
と
長
崎
か
ら
被
爆
者
を
迎

え
、
現
実
と
向
き
合
っ
た
こ
と

だ
。
」
と
述
べ
、
日
本
の
平
和
運

動
が
世
界
の
核
兵
器
廃
絶
運
動

を
大
き
く
後
押
し
し
ま
し
た
。

　 

今
後
、「
条
約
に
批
准
せ
よ
」の

運
動
で
、
政
府
に
迫
っ
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

原水爆禁止世界大会

【会場】　長崎県

【日程】　８月７日(月)～９日(水)

【参加費】　一般６６， ０００円

（移動費、 宿泊費等込）
国連会議に積み上げられた署名

第１回の世界大会

水爆ブラボーの写真
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労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
通
信　

 

月
号

７

連
続
講
座
『
高
校
生
か
ら
始
め
る
労
働
組
合
入
門
』
②

　
　
　
　

高
知
県
労
連
執
行
委
員
長　

田
口　

朝
光

県労連第３０回定期大会

【日程】 ９月３日 （土） 10 ： ００～

【場所】 高知城ホール４ F

【議案】 ①総括 ・ 方針案

           ②決算案

           ③予算案

　        ④組合費についての提案

６
月
は
、
１
３
人

（女
性
９
人､

男

性
４
人
）か
ら
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
相
談
受
付
は
、
電
話
相
談
１
１

人､

面
談
に
よ
る
相
談
２
人
で
し
た
。

年
齢
は
、
３
０
代
２
人
、
４
０
代
４
人
、

５
０
代
３
人
、
６
０
代
１
人
、
不
明
３

人
で
し
た
。
雇
用
形
態
は､

正
規
１
０

人
、
パ
ー
ト
１
人
、
契
約

（１
年
間
）

が
２
人
で
し
た
。
相
談
内
容
は
、
①
解

雇
１
件
、
②
退
職
強
要
１
件
、
③
残

業
代
未
払
い
３
件､

④
長
時
間
労
働
２

件
、
⑤
パ
ワ
ハラ
３
件
、
⑥
年
休
取
得

２
件
、
⑦
労
災
２
件
、
⑧
労
働
契
約

３
件
、
⑨
社
会
保
険
未
加
入
１
件
、

⑩
雇
用
保
険
受
給
１
件
で
し
た
。
１
人

の
相
談
者
が
複
数
の
問
題
を
抱
え
て
い

る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
く
、
６
月
も
、

５
人
の
相
談
者
が
複
数
の
悩
み
問
題
を

抱
え
て
い
ま
し
た
。
６
月
の
相
談
の
中

か
ら
、
土
建
業
で
現
場
監
督
者
と
し

て
働
く
男
性
（５
０
代
）
の
事
例
を
取

り
上
げ
ま
す
。
こ
の
相
談
者
が
訴
え

て
き
た
の
は
、
勤
務
日
毎
に
長
時
間
労

働
と
残
業
を
強
い
ら
れ
休
日
も
取
れ

な
い
、
そ
の
う
え
に
残
業
代
（割
増
賃

金
）
が
支
払
わ
れ
な
い
と
い
う
も
の
で

し
た
。
会
社
の
残
業
隠
し
や
残
業
代

未
払
い
な
ど
の
実
態
を
リ
ア
ル
に
語
り

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
会
社
の
残
業
隠
し

目
的
の
労
働
基
準
監
督
署
対
策
で
も

あ
り
ま
し
た
。
社
長
命
令
で
事
務

担
当
社
員
に
全
社
員
の
終
業
時
刻

を
法
定
労
働
時
間
１
日
８
時
間
に

収
ま
る
よ
う
に
タ
イ
ム
カ
ー
ド
を
打

刻
を
さ
せ
労
働
時
間
記
録
を
改
ざ

ん
し
、
残
業
代
の
支
払
い
を
逃
れ
て

い
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
ま
た
、
休

日
出
勤
の
際
は
現
場
勤
務
で
は
な
く

会
社
内
で
の
事
務
作
業
を
半
ば
強

要
さ
れ
た
う
え
で
本
来

（現
場
監

督
）
業
務
で
な
い
か
ら
と
の
理
由
を

会
社
が
こ
じ
つ
け
て
休
日
労
働
の
割

増
賃
金

（２
５
％
か
ら
３
５
％
）
を

支
払
わ
な
い
と
い
う
も
の
で
す
。
し

か
し
、
こ
れ
ら
の
会
社
の
悪
質
・
違

法
な
や
り
方
は
全
社
員
が
知
っ
て
い

る
と
い
い
、
そ
の
背
景
に
は
、
解
雇

や
仕
事
剥
が
し
、
嫌
が
ら
せ
な
ど
が

怖
く
て
言
い
出
せ
な
い
と
い
う
会
社

の
ワ
ン
マ
ン
経
営
が
あ
る
と
言
い
ま

す
。
こ
こ
ま
で
や
る
の
か
と
の
思
い

で
す
が
、
こ
の
会
社
に
限
ら
ず､

類

似
の
悪
質
・違
法
行
為
は
後
を
絶
た

ず
、
今
の
企
業
社
会
（全
体
）
の
モ

ラ
ル
破
壊
、
負
の
一
面
を
象
徴
し
て

る
よ
う
で
す
。「
労
働
組
合
を
つ
く
っ

て
、
労
働
組
合
に
入
っ
て
」
を
合
い

言
葉
に
企
業
に
は
法
令
遵
守
を
求

め
、
人
間
ら
し
く
働
け
る
職
場
環

境
の
実
現
を
求
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

  

（前
回
の
続
き
）
そ
し
て
、
休
憩
が
取

れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
ど
う
す
る
？

時
間
外
手
当
の
こ
と
を
先
に
話
し
て
い
ま

す
か
ら
、
勘
の
良
い
生
徒
さ
ん
は
ピ
ン
と

き
ま
す
。
だ
ま
っ
て
い
た
ら
、「
タ
ダ
働

き
」
に
な
る
。

約
束
は
ど
う
な
っ
て
い
る
？
予
め
配
っ

た
「
雇
い
入
れ
通
知
書
」
を
見
て
も
ら

い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
昼
の
休
憩
時
間

は
、
１
時
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
た

ら
、
１
５
分
し
か
休
め
な
か
っ
た
ら
４
５

分
ぶ
ん
は
も
ら
わ
な
い
と
「
ソ
ン
を
す

る
」
と
気
づ
き
ま
す
。

生
徒
さ
ん
に
は
、
３
つ
の
こ
と
を
や
ろ

う
と
提
案
し
ま
す
。
①
労
働
契
約
書
、

就
業
規
則
の
保
管
、
②
給
与
明
細
書
の

保
管
、
③
労
働
時
間
等
の
メ
モ
（何
時

か
ら
何
時
ま
で
働
い
た
、
い
つ
ど
こ
で
誰

に
何
を
言
わ
れ
た
。
メ
ー
ル
、
ラ
イ
ン

の
や
り
取
り
も
重
要
な
証
拠
で
す
）。

　 

組
合
に
入
り
た
て
の
頃
、
組
合
の
講

座
で「
給
与
明
細
書
は
必
ず
保
管
し
な

さ
い
」
と
言
わ
れ
そ
れ
か
ら
す
べ
て
取
っ

て
い
る
と
言
う
人
が
、
周
り
に
は
何
人

も
い
ま
す
。
こ
の
良
き
伝
統
が
、
今
も

引
き
継
が
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

　 

学
校
の
先
生
か
ら
、「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業

の
リ
ス
ト
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」と
問
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
場
で
は
、「
労
働
条
件

を
文
書
で
も
ら
え
な
か
っ
た
ら
、
こ
れ

は
お
か
し
い
な
と
思
っ
て
よ
い
ん
じ
ゃ
な
い

で
し
ょ
う
か
」
と
答
え
ま
し
た
。

話
を
し
た
直
後
、
厚
労
省
が
全
国
の

ブ
ラ
ッ
ク
企
業
を
公
表
し
ま
し
た
。
労

基
法
違
反
で
書
類
送
検
さ
れ
た
三
三
四

企
業
。
高
知
県
内
の
企
業
も
七
つ
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
過
去
八
カ
月
分
。
こ
れ

は
、
ほ
ん
の
一
握
り
。

労
基
法
違
反
は
刑
事
罰
が
付
き
ま

す
。
ち
な
み
に
休
憩
（三
四
条
）
違
反

は
、
六
ヵ
月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
三
〇

万
円
以
下
の
罰
金
。
確
定
す
れ
ば
、
前

科
一
犯
と
な
り
ま
す
。
生
徒
さ
ん
も

「
へー
ッ
」
と
い
う
顔
。

犯
罪
の
被
害
者
に
な
ら
な
い
た
め
に

「
知
識
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
」と
呼
び

か
け
ま
し
た
。

「
損
得
感
情
」
が
権
利
意
識
の
入
り

口
に
な
れ
ば
、
幸
い
。
そ
こ
か
ら
一
日

の
三
分
割
。
８
時
間
ソ
ン
グ
、「
働
く
の

は
八
時
間
・
休
む
の
が
八
時
間
・
あ
と

は
自
由
な
八
時
間
」
へ。
「
メ
ー
デ
ー
」

の
始
ま
り
の
話
し
に
進
み
ま
す
。

市民と野党の政策討論会

【日程】 ７月２２日(土)1 ５ ： ００～

【場所】 高新文化ホール

【登壇予定者】

  民進党 （大石宗、 広田一、 武内則男）

  共産党 （松本顕治、 島﨑保臣、 春名直章)

給与明細書と雇入通知書



(4）２０１７年７月１０日　　　　   　　　　　高　知　県　労　連　　　    　　　　 　　ＮＯ．１９９

　

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え
と
、

機
関
紙
の
感
想
、
組
合
名
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢

を
記
入
の
上
、県
労
連
書
記
局

宛
に
お
送
り
下
さ
い
。

　

抽
選
で
３
名
に
図
書
カ
ー
ド

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。（
ハ

ガ
キ
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、ｅ
メ
ー
ル
）締

め
切
り
は
８
月
７
日
ま
で
と
な

り
ま
す
。

図
書
券
プ
レ
ゼ
ン
ト

《
応
募
方
法
》

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

当
選
者
の
発
表

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

　

１
９
８
号
の
答
え
は
「
カ
タ
ツ

ム
リ
」
で
し
た
。
当
選
者
は
以
下

の
方
で
す
。

【
当
選
者
】

　
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
事
務
の
都
合

上
、
図
書
カ
ー
ド
の
発
送
が
遅
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

内
村　

達
也　

さ
ん

　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

山
崎　

茎
子　

さ
ん

　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

藤
本　

昴
宏　

さ
ん

　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

おたよりの紹介

【ヨコのカギ】

①――だしの味

噌汁はコクがあ

る　③♪夏が来

れば思い出す

はるかな○○遠

い空　⑤猪突

　

カ
ギ
を
解
き
二
重
枠
の
文
字

を
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
で

し
ょ
う
？

【
タ
テ
の
カ
ギ
】
①
羽
の
美
し
い

オ
ウ
ム
科
の
鳥
　
②
五
木
の
―
―

　
③
箱
ず
し
　
④
○
○
は
急
げ
　

⑥
♪
○
○
は
広
い
な
大
き
い
な
　

⑧
面
倒
臭
い
気
持
ち
　
⑪
多
勢
に

―
―
　
⑫
○
○
で
人
を
こ
き
使
う
　

⑬
○
○
張
り
床

――　⑦焼いたナスを

――に入れて皮をむく　

⑨○○と言えばかあ　⑩

本部の下の組織　⑫わ

る口。 ――をつく　⑭雑

誌の創刊〇〇　⑮――

回しにされた病人

川
柳
コ
ー
ナ
ー

国
会
に
　
迷
惑
カ
ケ
る
　
加
計
問
題

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
　
　
（高
橋
狸
）

○” 政府に物申す” 共謀罪法案、 森友・加計学園問題などの

国会での答弁の様子を見ると、本当に腹が立つ！子どもでもし

ないような「言い訳やダンマリ」は止め、国民の代表としての責

任を全うしろ！自治労連 （T･U）

〇このクロスワードパズルが私のかたくなった脳をやわらげてくれ

ています。 自治労連 （Ｙ ・ Ｙ）

○ボケ防止の頭の体操にクロスワードパズルを楽しみに活用させ

てもらっています。 もちろん、 本文の記事も読んでます （笑）。

自治労連 （Ｙ ・ Ｔ）

〇毎回クロスワードパズル楽しみにしています。 自治労連 （Ｙ・

Ｋ）

核
禁
止
　
世
界
の
流
れ
に
　
背
を
向
け
て

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
　
　
　
　
（牧
師
）

○機関紙のバックナンバーは県労連ホームページで見ることが出来ます。「高知県労連」で検索できます。

主
権
者
の
「
辞
め
ろ
コ
ー
ル
」
は
票
つ
ぶ
て

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
　
　
（源
朝
光
）

一
強
も
ず
り
落
ち
て
み
れ
ば
票
の
中

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
　
　
（源
朝
光
）

入
っ
て
安
心

　 

共
催
に
加
入
し
て
初
め
て
の
入
院
に
よ

る
給
付
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
忘
れ
か
け
て
い
た
の
で
、
思
わ
ぬ
給

付
金
に
得
し
た
気
分
に
な
り
ま
し
た
。

で
も
一
番
は
、
病
気
に
な
ら
な
い
事
で

す
ね
。
退
職
間
際
に
な
る
と
、
つ
く
づ

く
「
健
康
が
一
番
」
で
す
ね
。
（
匿
名

希
望
）

こ
ー
い
け
と
　
指
示
を
出
し
た
ら
　
大
勝
利

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
　
　
（高
橋
狸
）

高
知
自
治
労
連
が
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
実
施

　
５
月
２
７
日

（土
）、
高
知
自
治
労
連
第
３
８
回
ス

ポ
ー
ツ
大
会
を
、
春
野
運
動
総
合
公
園
体
育
館
と
県

民
体
育
館
の
２
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
会
場
の
関
係
で
１
日
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
３
２
チ
ー
ム
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
２
０
チ
ー
ム
、

卓
球
９
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
白
熱
し
た
戦
い
を
繰
り
広

げ
、
競
技
・
応
援
と
も
に
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
大
会
終
了
後
に
行
わ
れ
た
懇
親
会
に
も
多
く
の
参
加

が
あ
り
、
各
単
組
内
で
の
交
流
、
他
市
町
村
組
合
員

と
交
流
し
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
会
を
通
し
て
、
組
合
員
個
人
の
健
康
増
進
や
各

単
組
内
の
親
睦
と
い
う
点
だ
け
で
な
く
、
他
市
町
村

組
合
員
と
の
交
流
の
場
と
し
て
も
有
意
義
な
大
会
と
な

り
ま
し
た
。


